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病理診断、AI、可視化

現在病理医不足が課題となっている。
病理医の判断に時間がかかる場合、AI
（人工知能）によって判断を支援する
ことで、病理医の作業負担を軽減でき
る可能性がある。

AIによって腫瘍部、間質、壊死など
の組織を可視化し、腫瘍面積を定量化、
リンパ球の分布を可視化することで、
免疫作用の把握が可能となる。

将来的には医療機器として臨床現場
で利用するだけではなく、研究用途と
して形態学の進歩にも応用できると考
えられる。

医療

医師の診断支援プログラム 病理医不足は国内だけでなく世界的にも
ニーズが高く、従来技術よりも高精度での
組織、細胞推定が可能です。
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